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Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る
と
い
う
認
識
が

な
く
「
こ
ん
な
こ
と
で
相
談
す
る
必
要

は
な
い
。
自
分
が
我
慢
す
れ
ば
い
い
」

と
思
い
込
み
、
相
談
を
遠
慮
す
る
人
が

多
い
で
す
。

　
し
か
し
、
特
に
夫
婦
間
の
Ｄ
Ｖ
で
は

長
い
間
繰
り
返
し
、
身
体
的
暴
力
を
受

け
た
場
合
、
健
康
や
生
命
に
か
か
わ
り

ま
す
。
け
が
を
負
い
、
時
に
は
警
察
や

病
院
で
支
援
を
受
け
て
初
め
て
自
分
が

Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る
と
自
覚
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
人
た
ち
の
間
で
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及

が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。「
誰

か
ら
の
電
話
だ
」「
着
信
履
歴
を
見
せ

ろ
」「
あ
い
つ
と
は
話
す
な
」
な
ど
と

行
動
を
制
限
す
る
こ
と
も
、
Ｄ
Ｖ
だ
と

い
う
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な

く
、
大
人
も
理
解
し
、
気
づ
い
て
あ
げ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

不
安
な
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
決
し

て
一
人
で
我
慢
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
相
談
員
と
会
話
を
し
た
り
、
相

談
す
る
だ
け
で
も
気
持
ち
が
落
ち
つ
き

ま
す
。
そ
し
て
解
決
法
が
見
え
て
き
ま

す
。
相
談
す
る
こ
と
は
決
し
て
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
の
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る

と
、
結
婚
し
た
こ
と
の
あ
る
女
性
の
約

３
人
に
１
人
は
Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
た
経

験
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
Ｄ

Ｖ
は
今
ま
で
、
家
庭
の
中
で
起
こ
る
こ

と
か
ら
夫
婦
げ
ん
か
と
み
な
さ
れ
た
り
、

恋
人
間
の
デ
ー
ト
中
の
け
ん
か
な
ど
と

個
人
的
な
問
題
と
し
て
み
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
13
年
に
Ｄ
Ｖ
防
止
法

が
成
立
し
、
社
会
的
な
取
り
組
み
と
し

て
被
害
女
性
に
対
し
て
救
済
の
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｖ
は
外
か
ら
は
見
え
な
い
深
刻
な

人
権
侵
害
で
あ
り
、
社
会
問
題
で
す
。

Ｄ
Ｖ
を
受
け
続
け
る
と
、
身
体
的
な
健

康
が
損
な
わ
れ
る
ば
か
り
か
、
人
間
不

信
や
無
気
力
に
な
り
、
仕
事
や
家
事
や

育
児
と
い
っ
た
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
上
記
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

よ
う
に
配
偶
者
か
ら
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受

け
て
い
て
も
、
女
性
の
場
合
、
約
４
割

は
ど
こ
に
も
相
談
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
が
現
状
で
す
。
あ
な
た
の
近
く
に

Ｄ
Ｖ
や
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
悩
ん
で
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
青
あ
ざ
や
傷
を
不
自
然

に
隠
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
Ｄ

Ｖ
被
害
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、
本
人
だ
け

で
は
な
く
、
周
囲
が
気
づ
き
、
手
を
差

し
伸
べ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

中川 浩子 さん

我慢やひとりで悩まず
気軽に相談ください

配偶者からの被害経験配偶者からの被害経験（女性）

命の危険を感じた経験 配偶者からの被害相談の有無（女性 )

心理カウンセラー（相談員）

18 年間の公務員生活を経たのち、

2004 年ニューヨーク大学教育大学院

修了。帰国後、臨床心理士資格取得。

以後、さまざまな現場でカウンセラー

として活動している。

広島県出身。読書、露天風呂巡り、
カレーの食べ歩きが趣味。

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

相談窓口を設置しています。一人で悩まず相談してください。

みよし女性相談（予約制） 埼玉県の相談窓口

相談員の声

緊急の場合は迷わず 110 番

ＤＶで悩んでいるのはあなただけではありません。相談することにより、あなたの中で問題が整理され、解決のきっかけ
がつかめるかもしれません。もちろんあなたの秘密は守られます。相談は無料です。

女性の視点に立った悩み、困りごとの相談に応じます。
ＤＶ・セクハラ・夫婦間のこと・家族のこと・自分の生
き方・心身の不安・職場や地域の人間関係など……。カ
ウンセラーは三芳町に地縁がなく、プライバシーは厳守
します。安心して相談ください。
▶日　程　毎月第２・４金曜日
▶時　間　11：00 ～ 15：30（1 人 50 分間）
▶場　所　役場 1 階住民相談室
▶相談料　無料（面接または電話相談）
▶予約方法…総務課人権推進係　内線 404・405

●埼玉県婦人相談センター　ＤＶ相談担当
　☎ 048-863-6060
▶月～土　9：30 ～ 20：30
▶日・祝　9：30 ～ 17：00（12/29 ～ 1/3 除く）

● With You さいたま
　（埼玉県男女共同参画推進センター）
　☎ 048-600-3800
▶月～土　10：00 ～ 20：30( 予約制）
　（12/29 ～ 1/3、日・祝日、第 3 木曜日除く）

結婚後、女性の３人に１人が
DVの被害にあっています

平成 23年 11～ 12 月に内閣府男女共同参画局で行われた男女間における
暴力に関する調査の結果、女性の３人に 1人はDVの被害経験があり

約 10人に１人は何度も受けているということが分かりました。

三芳町では、女性の視点に立った
悩みなどの相談に応じています。

今回は実際に相談を受けている相談員の
中川さんにお話しを伺いました。

（調査対象：全国 20歳以上の男女　有効回収数　男性 1,542 人　女性 1,751 人）
参考文献：内閣府男女共同参画局　男女間における暴力に関する調査報告書＜概要版＞

女性の約３人に１人は配偶者から被害を受け、
約 10人に１人は何度も受けている。

女性の約 20人に１人は命の
危険を感じたことがある。

被害を受けたことがない

まったくない まったくない

72.0%

65.5% 72.0%

55.0%

41.4%

3.1%

10.6% 7.3%

22.3%
18.9%

19.8%

5.1%

1.6% 1.8%

3.6%

相談した
相談
しなかった

被害を受けたことがある
（命の危険を感じた）

何度もあった 何度もあった

１、２度あった
１、２度あった

被害を受けたことがある
（命の危険を感じなかった）

無回答

無回答 無回答

無回答

被害を受けた女性の約４割は
どこにも相談をしていない。

約 4人に１人は配偶者から
被害を受けたことがある。
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